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課係名 松阪市観光交流課   

電話番号 0598-53-4404   

松阪市×観光三重 

浅田政志さんと巡る「松阪の魅力」特設ページを公開します！ 

三重県への旅行・来訪の見込みが高い、または、既に来訪を決めた方々が多く閲覧するサイト

「観光三重」にて「松阪の魅力」を発信する特設ページを新たに開設いたします。【第１弾】で

は、三重県出身の写真家・浅田政志さんと巡る松阪の魅力を６つの視点からＷＥＢ記事にて公開

します。【第２弾】では、松阪の魅力が詰まった動画を公開予定（2022年春）です。 

 

ＵＲＬ https://www.kankomie.or.jp/special/matsusaka/asadamasashi 

 

【第１弾】浅田政志さんが切り取る「松阪の魅力」ＷＥＢ記事の公開 

 概  要 

三重県出身の写真家・浅田政志さんが、実際に松阪

を訪れ、今も残る松阪の“粋な文化”を体験します。

松阪に住む方々との対談から松阪の魅力を深堀して

いきます。それぞれの記事には、浅田政志さんが撮り

下ろした写真を掲載しています！ 

 

 内  容 

以下の６つの記事を掲載いたします。 

①松阪木綿 

天然の藍色と縞模様が綺麗な松阪木綿。木綿問屋である豪商の邸宅・旧長谷川治郎兵衛家で、松

阪ブランド大使・中川静香さんと松阪木綿について学びます。 

②松阪牛 

観光客にとって「松阪」といえば「松阪牛」。では何故、松阪牛が美味しいのでしょうか。松阪

流のすき焼きを味わいます。きっともっと松阪牛が食べたくなる注目の記事です。 

③松阪茶 

三重県は、お茶の生産量第３位。その中で、南勢地域最大の茶産地であり、県内有数の深蒸し煎

茶の産地である松阪で育ったお茶「松阪茶」の魅力をご紹介します。 

④松坂城跡 

氏郷まつりを盛り上げる手作り甲冑隊と松坂城の歴史を紐解きます。松坂城跡のみどころはも

ちろん、氏郷まつりに対する想いもご紹介しています。 

⑤森林公園 

森林公園で、コロナ禍で人気に火がついたキャンプの楽しみ方に迫ります。気軽にできる登山や



松阪市を一望できるスポットを通して、松阪の自然を体験します。 

⑥香肌峡 

市外から松阪に移住した松阪地域おこし協力隊が飯高・飯南の魅力、香肌峡のみどころをお伝え

します。地域に密着した松阪ならではの活動もご紹介します。 

 

浅田政志さんが撮影した写真の一例 

【第２弾】松阪市観光ＰＲ動画の公開 

 概  要 

上述のコンテンツを含め、松阪市の観光の魅力を詰め込んだ動画を作成します。セリフのない、

視覚や聴覚から直感的に伝わる内容とし、日本語が堪能でない外国人にも伝わる動画に仕上が

る予定で、コロナ収束後のインバウンド誘致にも活用します。動画の一部には、「2018ミス・ユ

ニバース」に三重県代表で出場し日本代表に選ばれた実績のある、国内外を問わず広く人気のモ

デル加藤遊海さんも登場します。（この動画には、浅田政志さんの出演はありません。） 

 

 公 開 時 期 

2022年春の公開を予定しています。公開日が決定次第、追って情報提供いたします。 

 

――（参考）――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【浅田政志】 

1979年、三重県津市生まれ。日本写真映像専門学校卒業後、写真家として独立。専門学校在学中から

撮りためた家族写真をまとめた写真集「浅田家」（赤々舎）を発表し、第３４回木村伊兵衛写真賞を

受賞。国内外で個展を開催し、著書も多数。2010年には三重県県立美術館主催の企画展を開催。映画

「浅田家！」のモデル・原案者 

【加藤遊海】 

2018年「ミス・ユニバース」三重県代表で出場し、日本代表に選ばれる。父親が三重県出身。マレー

シアに住んでいた期間があり、日本語・マレー語・英語・中国語の 4か国語が話せる。インスタグラ

ムのフォロワー9.5万人（2021年 11月現在）。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 


